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実大RC梁の試験体制作と載荷実験

◆試験体制作

◆載荷実験と予測荷重

ひび割れ荷重𝑃𝑀𝑐
𝑃𝑀𝑐=2×0.56 𝜎𝐵・Z（ Τ𝑁 ∙ 𝑚𝑚 𝑚）、Z= Τ𝑏𝐷2 6、𝜎𝐵:コンクリート圧縮強度( 𝑁 ∕ 𝑚𝑚2)

終局曲げ荷重𝑃𝑀𝑢
𝑃𝑀𝑢=2×𝑎𝑡・𝜎𝑦・j ( Τ𝑁 ∙ 𝑚𝑚 𝑚)、j=(0.0137𝜇 +0.8442)×d (𝜇:塑性率)

𝜎𝑦＝345×1.1 Τ(𝑁 𝑚𝑚2)、𝑎𝑡:引張鉄筋断面積

終局せん断荷重𝑃𝑄𝑢
𝑃𝑄𝑢=2×

𝜂×𝑃𝑡
0.23×(18+𝜎𝐵)

Τ𝑀 𝑄𝑑+0.12
+ 0.85 𝑃𝑤 ∙ 𝜎𝑦 b・j( 𝑁)、η=－0.0124𝑃𝑡 + 0.0717

𝑃𝑡:引張鉄筋比(％)、 𝑃𝑤:あばら筋比

曲げ降伏先行(𝑷𝑴𝒖 < 𝑷𝑸𝒖) せん断破壊先行(𝑷𝑴𝒖 > 𝑷𝑸𝒖) 𝑷𝑴𝒖 ≈ 𝑷𝑸𝒖の場合

②鉄筋ゲージ貼付 ③鉄筋カゴの型枠収納 ④コンクリート打設

⑤脱型と鉄筋位置
マーキング

⑥コンクリートゲージ貼付
（直貼り）

⑦コンクリートゲージ貼付
（プリコーティング貼り）

⑧載荷実験の試験体セット

①鉄筋カゴの組み立て

Pｔ =0.967％ Pｗ＝0.237％ Pｔ =0.967％ Pｗ＝0.0475％ Pｔ = 1.27％ Pｗ＝0.237％


